
    

 
 
 
 
 
 

 

 

    

 

夏季休業中に行われた研修では、ワークショップを中心とした体験を多く取り入れました。研修会で

学んだ図書館の活用方法を、授業や学校図書館の運営に、生かしていただけたらと思います。 

 

  

  

 

 

 
 

 

  

  

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                            NO.５８ 

                                  ９月号 
平成２４年度 市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター）

『学校図書館支援センター通信』は、市川市教育センターホームページでもご覧いただけます。 

市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター）  

〒272-0015 千葉県市川市鬼高１－１－４  

TEL ０４７－３２０－３３３５ FAX ０４７－３２０－３３５２ 

http://www.ichikawa-school.ed.jp/index.html 

                ８月２４日（金） 午前中は、①読み聞かせ②アニマシオン 
③コーナー作り④科学遊び⑤市川市の民話⑥ツールアイエス 
⑦図書修理のワークショップを行いました。どの会場も活気に溢 
れ、充実した研修が行われました。  
 午後からは玉川大学准教授 河西 由美子 先生をお招きして、

「学校図書館を活用した調べ学習の 

作り方」の講演と、調べ学習用カー 

ドを使った、調べ学習のテーマの設 

定の仕方についてワークショップ形式で学びました。 

幼稚園の先生方にも小学校の調べ学習のワークショップに参加して 

いただきましたが、皆さん積極的に研修に取り組んでいました。 

○子どもが興味・関心を持ったことや不思議に思ったことを一緒に調 
べていくための手立てにしていきたいと思いました。とても勉強になりました。【幼稚園教諭感想】

～ひろげよう！図書館の輪・リレー執筆～ 

本校の図書委員は週に一度の当番のほかに、春の読書祭り、秋の 

読書週間、冬の百人一首大会といった大きな行事に向けての活動 

や、学級文庫の運搬、図書だよりに載せる「おすすめの本の紹介」 

などたくさんの仕事をしています。 

とても忙しいにもかかわらず、仲良く楽しく活動しているので、 

毎年たくさんの子どもたちが図書委員会を希望してくれます。 

また、そのような図書委員の活動を見ているせいか、図書室を訪 

れる５・６年生が多く、行事の前にはたくさんの子どもたちが小道

具作りを手伝ってくれます。 

昨年度末には、ボランティアの６年生が図書室の掲示物を完成 

させ、まるで卒業制作のようになりました。 

 現在は、ミニ読書祭りでの発表を終え、これから秋の読書週間 

に向けての準備が始まります。２３人の図書委員と陰で支えてく 

れるボランティアの子どもたちがどのようなものを作り上げていく 

のか、今から楽しみです。 

  市川市立稲荷木小学校 学校図書館員 石井 伸子 

               中学校では、４月から新学習指導要領が完全実施となり教科書も 

             新しくなりました。国語科では内容の「C 読むこと」の言語活動

例の中に、学校図書館の活用について示されています。 
 ここでは南行徳中学校と福栄中学校の２年生の取り組みを紹介し 
ます。左の写真は、短歌や俳句、歌人について図書やインターネッ 
トを活用して調べ、集めた情報を工夫してカードにまとめている様 
子です。右の写真は「夢を跳ぶ」 
の学習の後に、人物の生き方が書 

かれた図書を読んで、人物レポートを作っているところです。 
どちらの学習も、資料から読み取った内容を要約し、自分の言葉 

でまとめています。多様な情報の中から、適切な情報を読み取った 
り、比較したりしながら自分の考えをまとめる活動は、言語感覚 
を豊かにし、子どもたちの言語活動や言語生活を充実させます。 
 市川市では学校図書館を「学習センター」として機能するように整備を進めています。学習場面

で学校図書館の様々な情報を活用して、子どもたちの豊かな言語活動の育成を図っていただきたい

です。１０月３日（水）には、第七中学校で学校図書館を活用した公開授業が予定されていますの

でぜひご参加ください。

中学校の図書館活用 南行徳中学校（写真左）・福栄中学校（写真右） 

 ８月８・９日の二日間にわたって、行われました。
図書館の業務は目に見えるものばかりではなく、開館前の配架作業や書 

庫の整理など、来館者の方が利用しやすいように様々な作業が行われてい 
ます。学校図書館ネットワークで依頼した図書の選書も、図書館スタッフ 
の手によって行われているのです。研修のプログラムには、図書の修理や 
ブッカーかけもありますので、次年度、体験してみてはいかかでしょうか。 

 ７月２４日（火） 
袖ヶ浦市学校図書館支援センタースタッフ 中村 伸子氏をお招き 

して、「魅力ある学校図書館づくり」の研修会を行いました。 

 学校図書館の役割や子どもと読書の現状等について、具体的なお話 

をいただいた後に「調べ学習での情報活用」と題して、百科事典（ポ 

プラディア）の使い方や、子どもたちへの提示の仕方を分かりやすく 

教えていただきました。 


